
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県省エネ木造住宅推進協議会は、産学官 NPO で組織、山形県も参画して住宅の省エネ化を推進しています。 

なお、本研修会は、国土交通省の補助事業の一環として開催します。 

講師プロフィール 

1947 年生。岩手県盛岡市出身。1985 年北海道建築学会で在来木造工法 

の高断熱化技法を発表、現在の省エネ基準の基本工法ともなった。 

以後、地域の工務店設計事務所と高断熱住宅の設計施工を重ね、ＮＰ 

Ｏ新住協を設立、良質の住宅をより安価に、をモットーに全国６５０ 

社の会員を指導している。近年は、暖房エネルギーを省エネ基準の 

半分から 1/4 まで削減するＱ1.0 住宅、断熱耐震同時改良工法に取組 

んでいる。 

主 催 山形県省エネ木造住宅推進協議会 

協 力 ＮＰＯ法人新木造住宅技術研究協議会 

定員 80 名 

参加費 無料 

※要事前申込み 

参加申込については 

裏面をご覧ください。 

 

地球温暖化の防止に向けた低炭素社会の推進を図るため、「2020年までに新築

住宅の省エネ基準適合率100％とする」という国の方針に基づき平成24年度よ

り「住宅省エネルギー技術講習会」が開催され、山形でも300名を超える方が

受講・修了しています。 

今回、住宅省エネルギー技術講習会修了者や省エネ施工知識を持つ県内の住

宅現場に携わる方などを対象として、より断熱性能の高い、寒冷地に適した住宅

を施工するための研修会を開催します。 

◆日 時  平成２６年１１月２８日（金）13：30～17：00 

◆会 場  山形市総合スポーツセンター ３階大会議室 

（住所 山形市落合町 1番地） 

講演「より高性能な省エネ住宅を建てるには（仮題）」 
講師 ＮＰＯ法人新木造住宅技術研究協議会 理事  鎌田 紀彦氏 

（室蘭工業大学 名誉教授） 

 

・高断熱高気密の基礎･･･正しい断熱気密施工に向けて 

・基本から応用へ、さらに高断熱･･･Ｑ１.０(ｷｭｰﾜﾝ)住宅 

・高断熱住宅の熱計算・冷暖房エネルギー消費量計算（ＱＰＥＸ計算デモ） 

・既存住宅の断熱耐震改修－断熱と耐震の同時改修工法 
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同会場で 12 時 30 分～  

模型・建築建材の展示を行います。 

参 加 者 募 集 



 

■山形県省エネ木造住宅推進協議会 

協議会は、産学官 NPO で組織、山形県も参画して住宅の省エネ化を推進しています。 

【協議会会員団体名】東北芸術工科大学、山形県立産業技術短期大学校、一般社団法人山形県建築

士会、一般社団法人山形県建築士事務所協会、一般社団法人山形県建築協会、山形県建設労働組

合連合会、やまがた県産木材利用センター、NPO 法人新木造住宅技術研究協議会山形県支部、山

形県優良住宅協会、山形県（環境企画課、林業振興課、建築住宅課） 

 

 

■問合せ先（協議会事務局） 

特定非営利活動法人 環境ネットやまがた 

住所 〒990-2421 山形市上桜田３－２－３７   

電話 023-679-3340  FAX 023-679-3389  メール eco-house02@eny.jp 

 

 

 

参加申込方法 

 

研修会への参加を希望される方は、以下にご記入の上、メールまたはＦＡＸでお申込み下さい。 

なお、会場の関係で、定員になり次第締め切らせていただきますので、ご了承ください。 

 

 

・・・・・・・・・・・「住宅の省エネ施工研修会」  参加申込書・・・・・・・・・・・・・ 

 

送信先  FAX：０２３－６７９－３３８９  E-mail ： eco-house02@eny.jp 

 

 

氏  名 住   所 
所属団体 

（会社・団体名等） 
電話番号 

    

    

    

ご記入いただきました情報につきましては、適正に管理いたします。  


